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カンブリアンマシーンは、コラボレーションアートから生
まれた情報ツールです。多義的な分岐をもつ文章や絵
をカンブリアンテクストと呼び、これの作成・編集・閲覧を
同時進行かつ多人数で行うことができます。

カンブリアンマシーンにできること
像や キ がある ダ カ ブ 訪れ

・リーフは、リーフに埋め込むことができます。埋め込み
情報を保持することもできます。そして、埋め込み情報
をも たリ フを投稿しあうコラボレ ションも可能です・画像やテキストがあるフォルダに、カンブリアンで訪れ

ると、いきなりそれらは浮遊しはじめます。これらはリー
フと呼ばれます。リーフは物理シミュレーションによる物
性をもっています。

をもったリーフを投稿しあうコラボレーションも可能です。

・興味によって遠近をつけたり、近づいたり遠のいたり。
カンブリアンでは、これをアイコンではなくイグジスタンス
と呼びます。縮小表示から拡大表示までなめらかに連
続し、虚像やシンボルを扱わないからです。

・リーフは、リンクできます。手でリンクすることも、自動
で構造を見つけることもできます。ＸＭＬのメタ情報を扱
うスクリプトが使えます。

ラボレ シ ンによるリンクでも可能です カンブリア・コラボレーションによるリンクでも可能です。カンブリア
ンのシェール（フォルダ）にドロップされたリーフには、リ
ンクの意思表示を伴うことができます。ＣＧＩを通して、
ウェブサーバーからリーフが送られてきます。

・ペイント機能をもち、画素数の制限のない、無限に稠
密にできるラスターＣＧが作れます。



カンブリアンはどうやって動くか

カンブリアンの内部で動いているスクリプト言語を記述することよって、さまざまな応用に対応することができます。
スクリプトのコマンドはリーフを行為主体として、対象となるリーフをフィルタする命令、絞られたリーフ群に対する
行為に関する命令、そしてスクリプトそのものをほかのリーフに受け渡していく命令によって構成されます。

スクリプト主要命令の一部

●対象リーフをフィルタしていくコマンド

Select(XPath)         自身のＸＭＬ中にあるXPathの指し示すリーフ群を通す
SelKeyMatched(XPath,key)  対象のメタ情報にあるXpathがkeyなら通す
SelContainText 自身のテキストが 相手のテキストに含まれるなら通すSelContainText        自身のテキストが、相手のテキストに含まれるなら通す
SelRandom(n)          ランダムにｎ個、通す
SelMyBranch           リンクの矢印が自身より下流の枝にあるリーフだけ通す
SortByKey(XPath)      XPathのキーで、ソート

●対象 対する手続き●対象リーフに対する手続き

DoLink                対象から矢印が出てくる形でリンク
Serialize             対象リーフが数珠になるようにリンク
doEmbedding(XPath)    自身のXPathにある埋め込み情報をもとに、埋め込み実施g( ) 自身 ある 込 情報をも 、 込 実施
LetEmbedding(XPath)   相手方のXPathに自身への埋め込みがあるものを、実施

●スクリプトを転移させるコマンド

ChainScript(t) 選択されているリーフに 時限予約（t単位時間後）でスクリプトを渡す
絵の中に絵を埋め込んでいく

ChainScript(t)         選択されているリ フに、時限予約（t単位時間後）でスクリプトを渡す


